【書類名】　意見書
【提出日】　平成30年3月　日
【あて先】　　　　　　特許庁長官　殿（特許庁審査官　　殿）
【事件の表示】　
【出願番号】　　　　　特願　　　　－　　　　
【特許出願人】
　　　【識別番号】　　　　　　　
　　　【住所又は居所】　　　　　
　　　【氏名又は名称】　　　　　
　　　【代表者】　　　　　　　　
【代理人】
　　【識別番号】　　　　　　　
【住所又は居所】　　　　　
　　【氏名又は名称】　　　　　
【発送番号】		 
【意見の内容】
Ⅰ．平成　　年　月　日付の拒絶理由の内容は、以下のとおりである。
（1） （明確性）この出願は、特許請求の範囲の記載が下記の点で、特許法第３６条６項
第２号に規定する要件を満たしていない。

[bookmark: _GoBack]平成　　年　月　日付の拒絶理由は、
（1） 請求項1には、「被処理水通水部が・・・通水性容器となっており、」と記載されているが、被処理水通水部とは具体的にどの部分を特定しているかが明確に把握できない。（被処理水通水部とは、通水性容器全体を意味しているのか、あるいは特定の部分を意味しているのかが明確に把握できない。）
また、請求項1には、「水中紫外線灯を備えることができる通水性容器」と記載されているが、水中紫外線灯を備えることを特定しているのか否かが明確に把握できない。（「水中紫外線灯を備えた通水性容器」という旨の意味なのか。）
また、請求項1には、「・・・水中紫外線灯の挿入部、・・・光触媒担持体の堆積部である・・・水質浄化装置。」と記載されているが、この記載からは単に挿入部と堆積部を備えることを特定しているのみであり、水中紫外線灯、光触媒担持体を備えることを特定しているのか否かが明確に把握できない。
この出願の請求項1について、発明の詳細な説明の記載に基づいて、装置の構成が明らかとなるように補正します。


